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は
じ
め
に

白
冰
氏
の
『

―

』
の
紹

介
及
び
考
察
・
評
価
を
日
本
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
こ
の
本
の
存
在
を
知
り
、
中
国
帰
国
の
際
に
書
店
で
買
い
求
め
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
そ
の
後
立
命
館
大
学
の
高
島
敏
夫
先
生
と
の
会
話
の

中
で
白
冰
氏
の
こ
と
が
話
題
に
の
ぼ
り
、
中
国
内
に
お
け
る
白
川
静
博
士
の
認
知

度
及
び
そ
の
精
度
を
知
る
上
で
ま
た
と
な
い
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
教
示
を

得
た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
得
た
こ
と
が
こ
の
小
論
を
書
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
白
川
博
士
の
学
説
は
難
解
で
あ
り
、
現
在
の
私
に
も
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
。
そ
の
研
究
範
囲
の
広
さ
や
考
察
の
深
さ
・
斬
新
さ
は
一
人
の
人
間
技

と
思
え
な
い
巨
大
な
体
系
で
あ
る
。
白
冰
氏
が
白
川
博
士
の
こ
の
よ
う
な
難
解
で

膨
大
な
資
料
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
同
じ
中
国
人
と
し
て
尊
敬
の
念
を
禁
じ
え
な

い
。
多
大
な
時
間
を
費
や
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
し
て
や
日
本
語
の
著
書
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
研
究
の
心
労
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
白
冰
氏
が
白
川

博
士
の
学
説
の
長
所
・
短
所
を
指
摘
し
た
よ
う
に
、
私
も
白
冰
氏
の
解
釈
の
是
非

を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
白
川
博
士
の
学
説
が
正
確
に
中
国
に
伝

わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
日
本
の
皆
様
に
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
白
冰
氏

の
よ
う
に
先
行
の
学
者
は
苦
労
が
多
い
わ
り
に
は
研
究
の
辛
苦
が
理
解
さ
れ
ず
批

判
を
受
け
や
す
い
が
、
彼
の
業
績
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
は
今
後
の
中
国
に
お

け
る
白
川
博
士
の
学
説
の
普
及
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
思

い
を
抱
き
な
が
ら
、
本
論
を
書
き
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
著
書
に
つ
い
て
最
初
に
感
じ
る
こ
と
は
、
題
名
の
『

―

』に
は
金
文
学
の
著
作
に
の
み
関
心
が
あ
り
、

甲
骨
文
の
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
な
印
象
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理

由
を
白
冰
氏
が
書
い
て
い
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

①
白
冰
氏
は
白
川
博
士
の
業
績
の
中
で
『
金
文
通
釋
』
を
最
も
評
価
し
て
お
り
、

彼
の
論
文
業
績
を
見
た
場
合
に
も
金
文
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。

②
金
文
を
第
一
資
料
と
し
、
甲
骨
文
は
そ
れ
を
解
釈
す
る
た
め
の
先
行
資
料
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
を
感
じ
る
。

③
白
川
博
士
の
載
書
や
神
梯
な
ど
の
系
列
文
字
に
対
し
て
は
あ
る
範
囲
で
は
容
認

す
る
が
、
そ
の
範
囲
以
外
で
は
容
認
し
な
い
と
い
う
白
冰
氏
の
基
本
的
な
考
え

中
国
か
ら
見
た
白
川
文
字
学
│
│
白
冰
著
『

―

』（
１
）に

つ
い
て

張

　

莉



中
国
か
ら
見
た
白
川
文
字
学

一
八

方
が
あ
る
。

④
甲
骨
文
字
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
、
不
明
は
不
明
と
し
て
捉
え

る
白
冰
氏
の
考
え
方
が
意
識
の
根
底
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
小
論
の
叙

述
に
つ
い
て
も
こ
の
点
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
「
白
川
靜
金
文
學
著
作
的
成
就
與
疏
失
」
と
い
う
副
題
の
「

」
と
い

う
語
に
つ
い
て
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。「
疏
失
」
は
直
訳
す
れ
ば
、
手
落
ち
・

粗
相
・
粗
忽
の
意
味
で
あ
り
、
間
違
い
・
誤
り
を
い
う
な
ら
「

」
と
な
る
。

白
冰
氏
が
「

」
と
い
う
語
を
使
っ
た
の
は
、
白
川
博
士
に
対
し
て
失
礼
に
当

た
ら
ぬ
よ
う
敢
え
て
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「

」
で
は
激
論
を
戦
わ
す
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
い
た
だ
け
な
い
。
さ
り
と
て
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
使
え
ば
白

川
博
士
に
失
礼
に
な
ら
な
い
か
、
中
国
人
で
あ
っ
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

白
冰
氏
は
所
々
で
白
川
博
士
の
説
に
対
し
て
自
説
も
し
く
は
文
字
学
者
の
説
を
唱

え
て
い
る
が
、
著
書
全
体
を
通
し
て
白
川
博
士
に
対
す
る
尊
敬
の
念
で
貫
か
れ
て

い
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
き
た
い
。

１
．
白
冰
氏
の
経
歴

〈
経
歴
〉

1
9
6
1
年
6
月
生
ま
れ
、
男
性
、
山
東
省
聊
城
市
の
人
。

1
9
8
4
年
6
月 

鄭
州
大
学
歴
史
学
専
攻
卒
、
そ
の
後
同
大
学
の
助
手
・
講

師
を
勤
め
た
。

1
9
9
6
年
9
月 

寧
夏
大
学
漢
語
言
語
学
修
士
課
程
入
学

1
9
9
7
年
9
月 

日
本
の
島
根
大
学
に
留
学
し
塩
見
邦
彦
教
授（
中
国
文
学
）

に
師
事
。

1
9
9
8
年
10
月 

帰
国
し
寧
夏
大
学
漢
語
言
語
学
修
士
課
程
で
再
び
学
業
を

重
ね
る
。

1
9
9
9
年
6
月 

文
学
修
士
学
位
取
得

1
9
9
9
年
7
月 

五

大
学
（

）
中
国
言
語
文
学
部
に
勤
め

る
。

2
0
0
2
年 

中
文
副
教
授
と
な
る
。

2
0
0
3
年 

中
山
大
学
（

）
大
学
院
漢
語
文
字
学
専
攻

博
士
課
程
に
入
学
、
張
振
林
教
授
に
師
事
。

2
0
0
6
年 

博
士
号
取
得

2
0
0
8
年 

廣
東
技
術
師
範
学
院
民
族
学
院　

教
授

参
考
ま
で
に
白
冰
氏
が
日
本
に
留
学
し
た
際
に
師
事
し
た
塩
見
邦
彦
氏
の
経
歴

を
記
す
。

〈
塩
見
邦
彦
氏
経
歴
〉

1
9
4
1
年
、京
都
府
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）

単
位
取
得
退
学
。
弘
前
大
学
、
島
根
大
学
を
経
て
、
鳥
取
大
学
地
域
学
部
教
授
、

2
0
0
6
年
3
月
定
年
退
職
。
著
書
：『
朱
子
語
類
口
語
語
彙
索
引
』（
1
9
9
2
・

中
文
出
版
社
刊
）、『
唐
詩
口
語
の
研
究
』（
1
9
9
5
・
中
国
書
店
刊
）、『
中
国

の
「
紀
年
」
詩
』（
2
0
0
6
･
白
帝
社
刊
）
等

２
．
白
冰
氏
の
論
文
・
著
書
に
つ
い
て

①
『

』
 

（
2
0
0
2
．
2
．
1
）

②

『

』

『

』
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一
九

（
2
0
0
2
．
8
．
1
）

③

『

』

 

（

）（
2
0
0
2
．

5
．
10
）

④
『

』
 

（

）（
2
0
0
2
．3
．1
）

⑤

„

、

„

 

（
2
0
0
3
．5
．5
）

⑥

『

』

（

）

（
2
0
0
4
．

3
．
9
）

⑦

『

』

 

（
2
0
0
4
．

11
．
1
）

⑧

『

』

 
（

）（
2
0
0
5
．
8
．
1
）

⑨

（

、25

） 

（
2
0
0
5
．8
．1
）

⑩

 

（

）（
2
0
0
5
．
6
．
1
）

⑪

『

』

（

） 
（

）（
2
0
0
5
．

9
．
1
）

⑫

 

（
2
0
0
5
．
5
．
1
）

⑬

 
 （
2
0
0
6
．
4
．
25
）

⑭
『

―

』

（
2
0
0
7
．
6
）

３
．『
青
銅
器
銘

硏
究
―
白
川
靜
金

學
著
作
的
成
就
與
疏
失
』
の
目
次

目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

『

』

『

』

『

』

『

』

 

、

、

 

、

、

 

、

儿
、

 

、

、

 

４
．「
引
論
」（
序
論
）
に
つ
い
て

「
内
容
提
要
」
に
お
い
て
、
こ
の
著
書
は
2
0
0
6
年
博
士
学
位
論
文
を
修
正

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
更
に
白
川
博
士
の
著
作
を
中
国
語
に
翻
訳
し
、
博
士

の
学
術
思
想
と
金
文
学
の
成
果
を
総
括
し
、
研
究
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
義
が
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。

白
冰
氏
は
第
一
章　

引
論
（
序
論
）
に
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「

，

：

，

，

、

，

，

，

。
，

」）
2
（　

白
冰
氏
が
白
川
静
博
士

の
学
問
を
総
括
的
に
論
じ
た
著
書
で
あ
る
『
青
銅
器
銘
文
研
究
』
を
書
い
た
理
由

が
こ
の
中
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
白
川
博
士
の
日
本
語
の
原
著
を



中
国
か
ら
見
た
白
川
文
字
学

二
〇

中
国
語
に
翻
訳
し
、
博
士
の
金
文
研
究
の
中
で
他
の
学
者
と
異
な
っ
た
成
果
を
総

合
的
に
論
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
こ
の
よ
う
な
成
果
に
対
し
て
整
理
し
分

析
評
価
し
て
間
違
っ
た
と
こ
ろ
は
修
正
し
、
正
し
い
と
こ
ろ
は
肯
定
し
、
公
正
な

評
価
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
金
文
資
料
及
び
関
連
す
る
古

文
字
資
料
の
研
究
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
行
な
っ
て
い
く
も
の
な
の
で
、
相
当
な

困
難
を
伴
う
。
金
文
の
字
形
・
音
韻
・
訓
詁
・
文
法
等
の
研
究
、
ま
た
金
文
の
分

類
す
な
わ
ち
祭
祀
・
服
飾
・
宮
室
・
貨
幣
・
暦
法
・
人
物
・
戦
争
・
賞
賜
・
職
官

の
研
究
を
金
文
解
釈
の
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
角
度
か

ら
考
察
し
な
け
れ
ば
、
白
川
博
士
の
論
述
は
理
解
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

白
冰
氏
の
白
川
博
士
へ
の
評
価
は
下
記
の
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
…
…
他
（
白
川
博
士
…
筆
者
記
す
）
可
以
對
金

做
出
符
合
自
己
思
想
的
種

種
硏
究
，
這
些
硏
究
，
有
的
可
能
符
合
金

的
實
際
，
有
的
也
可
能
與
金

的
實

際
不
相
符
合
，
甚
至
與
金

的
實
際
南
轅
北
轍
」）

3
（

彼
は
白
川
博
士
の
金
文
解
釈
に

つ
い
て
あ
る
も
の
は
金
文
の
実
際
の
内
容
と
合
致
し
、
あ
る
も
の
は
合
致
し
て
い

な
い
と
述
べ
る
。
白
冰
氏
が
目
指
し
た
も
の
は
、
古
文
字
学
者
の
従
来
の
研
究
を

参
考
に
し
、
あ
る
と
き
は
自
分
の
意
見
も
交
え
て
、
白
川
博
士
の
金
文
学
研
究
の

客
観
的
評
価
を
述
べ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

引
論
は
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。「
幾
年
來
，
我
一
直
是
懷
著
敬

仰
的
心
情
閱
讀
、
翻
譯
白
川
靜
先
生
的
著
作
，
從
中
受
到
很
多
教
益
。
我
生
來
拙

笨
，
讀
書
不
多
，
對
金

的
了
解
淺
薄
，

中
不
當
的
斷
語
、
不
當
的
評
語
肯
定

不
免
，
祈
望
白
川
靜
先
生
指
正
，
祈
望
古

字
學
界
的
前
輩
和
學
友
指
正
」（

４
）白
川

博
士
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
2
0
0
6
年
10
月
で
あ
り
、「
青
銅
器
銘
文
研
究
」

が
世
に
出
た
の
は
2
0
0
7
年
6
月
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
白
川
博
士
は
白
冰

氏
の
著
書
に
目
を
通
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
。

５
．
白
冰
氏
が
「
青
銅
器
銘
文
研
究
」
を
書
い
た
目
的
に
つ
い
て

（
１
）
白
冰
氏
よ
り
見
た
白
川
博
士
の
中
国
文
字
学
界
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て

「

２

３

」（
５
）に
お
い
て
白
冰
氏
は
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。
以
下
要
約
す
る
。

白
冰
氏
は
西
周
銅
器
銘
文
に
対
す
る
系
統
的
研
究
を
時
系
列
に
列
挙
し
簡
潔
に

評
価
し
て
い
る
。

①
『

』

（
1
9
3
4
）
…
…
1
6
2
器
。「
是
大
」

②
『

』

（
1
9
5
5
〜
1
9
5
6
）
…
…
凡
98
器
。「
重

」

③
『

』

（
1
9
6
2
〜
1
9
7
1
）
…
…
1
9
8
器
。「
通

」「

」

④
『

』

（
1
9
8
6
）
…
…
2
9
0

。「

」

⑤
『

』

三

（
1
9
8
8
）
…
…
5
1
2
器
。

「
主

」

こ
れ
ら
の
著
書
の
中
で
白
冰
氏
は
白
川
博
士
の
『
金
文
通
釋
』
を
「

，

，

」
と
絶
賛
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
白
川
博
士
の
字
釋
は
従
来
の
学
者
の
説
の
み
な
ら
ず
、

博
士
自
ら
の
説
を
多
く
提
示
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
歴
史
事
実
に
関
し
て
も
新
発

見
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る

た
め
、
中
国
の
学
者
に
と
っ
て
は
読
解
が
容
易
で
は
な
い
。
引
用
者
は
、
否
定
し
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二
一

た
り
肯
定
し
た
り
し
な
が
ら
、
短
い
引
用
に
終
始
し
て
い
る
。

更
に
白
冰
氏
は
続
け
て
言
う
。「
日
中
の
学
者
の
中
で
は
、
白
川
静
の
金
文
研

究
は
成
功
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
銘
文
の
解
釈
、
断
代
分
期
、
文
字

考
釈
及
び
金
文
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
た
歴
史
に
は
一
貫
し
た
解
釈
の
成
果
が
見
ら

れ
る
。
金
文
を
研
究
す
る
多
く
の
学
者
の
中
で
、白
川
静
は
重
要
な
人
物
で
あ
る
。

彼
が
金
文
研
究
で
な
し
た
豊
富
な
成
果
に
よ
り
、
国
際
漢
学
界
の
巨
匠
と
し
て
の

学
術
的
地
位
を
確
立
し
た
。」

（
６
）

（
２
）「
青
銅
器
銘
文
研
究
」
を
書
く
意
義
に
つ
い
て

「

３

」
（
７
）

に
お
い
て
白
冰
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
白
川

博
士
の
主
な
学
術
成
果
に
つ
い
て
次
の
４
点
を
挙
げ
て
い
る
。
以
下
要
約
す
る
。

①
白
川
博
士
は
孫
詒
譲
・
羅
振
玉
・
王
國
維
・
郭
沫
若
・
唐
蘭
・
楊
樹
達
・
于
省

吾
・
容
庚
・
商
承
柞
・
徐
中
舒
・
呉
其
昌
・
陳
夢
家
な
ど
の
研
究
成
果
を
総
括

し
、
加
藤
常
賢
氏
著
『
漢
字
の
起
源
』
の
学
術
成
果
を
参
考
に
し
、
ひ
ろ
く
多

く
の
長
所
を
採
っ
た
。
白
川
博
士
の
金
文
学
の
成
果
は
上
述
の
諸
家
に
匹
敵
す

る
。（
※
白
川
博
士
は
加
藤
常
賢
氏
に
対
し
て
は
「
釈
文
」
に
見
る
よ
う
に
、

実
際
は
批
判
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。）

②
白
川
博
士
は
金
文
の
字
形
分
析
・
声
訓
運
用
の
み
な
ら
ず
金
文
の
語
義
を
探
索

す
る
際
に
優
れ
た
諸
家
の
正
し
い
意
見
で
取
る
べ
き
も
の
は
必
ず
収
録
し
て
い

る
。
ま
だ
な
お
定
見
を
得
て
い
な
い
も
の
に
対
し
て
は
自
分
の
見
方
を
明
確
に

提
出
す
る
。
疑
わ
し
い
問
題
に
つ
い
て
は
慎
重
な
態
度
で
臨
む
。

③
白
川
博
士
は
字
形
を
分
析
し
、
字
義
を
解
釈
し
、
ま
ず
金
文
あ
る
い
は
甲
骨
文

の
例
・
考
古
資
料
・
文
献
資
料
を
引
い
て
証
明
す
る
。
多
方
面
に
お
い
て
比
類

の
な
い
優
れ
た
見
解
を
示
し
て
い
る
。

④
白
川
博
士
の
金
文
学
の
成
果
は
、
古
文
字
研
究
の
探
究
・
商
周
社
会
の
歴
史
的

考
察
だ
け
で
は
な
く
、
古
代
文
献
の
正
義
解
釈
や
字
書
・
辞
書
の
編
纂
な
ど
そ

の
意
義
は
非
常
に
大
き
い
。

（
３
）「
青
銅
器
銘
文
研
究
」
の
研
究
範
囲
と
方
法
に
つ
い
て

「

４

」
に
お
い
て
以
下
の
如
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

（
１
）「
材
料
範
圍
（
硏
究
範
圍
）」

（
８
）

研
究
範
囲
に
つ
い
て
以
下
要
約
す
る
。

こ
の
著
書
の
主
要
な
研
究
対
象
は
『
金
文
通
釋
』『
金
文
世
界
』『
説
文
新
義
』『
字

統
』
の
四
著
で
あ
る
。
前
二
者
は
金
文
の
専
門
的
著
作
で
あ
り
、
銅
器
銘
文
に
対

す
る
研
究
と
金
文
資
料
を
用
い
た
社
会
歴
史
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
後
二
者
は
金

文
の
形
、
音
、
義
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
白
川
博
士
の
研
究
の
結
論
と
最
新
成
果

と
の
相
違
点
を
比
較
し
、
金
文
の
字
形
・
字
義
研
究
の
独
創
的
な
見
識
を
概
観
し

た
い
と
思
う
。

（
２
）「
研
究
方
法
」

（
９
）

研
究
方
法
に
つ
い
て
以
下
要
約
す
る
。

①
分
類
統
計
、
重
点
課
題
採
取
方
法
の
採
用
。
金
文
の
字
形
分
析
と
語
義
の
訓
詁

に
重
点
を
置
き
、
白
川
博
士
の
独
創
的
な
新
し
い
見
識
、
或
い
は
見
解
が
不
確

か
な
誤
り
の
例
を
取
り
上
げ
る
。

②
単
独
の
文
字
の
分
析
、
具
体
的
な
考
証
の
方
法
の
採
用
。
白
川
博
士
の
新
し
い

見
識
・
独
創
的
な
認
識
を
重
視
し
、
不
確
か
な
誤
り
の
例
を
明
ら
か
に
す
る
。

③
比
較
異
同
、
客
観
的
評
価
方
法
の
採
用
。
白
川
博
士
の
金
文
学
と
そ
れ
に
前
後

す
る
金
文
学
の
研
究
を
比
較
し
、
時
に
は
甲
骨
文
字
や
木
簡
・
帛
書
文
字
を
参
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二
二

考
に
す
る
。
ま
た
白
川
博
士
の
金
文
学
と
同
時
期
の
金
文
学
を
比
較
研
究
し
、

博
士
の
独
創
的
な
新
し
い
例
に
つ
い
て
探
求
す
る
。

論
旨
が
重
複
し
て
わ
か
り
に
く
い
が
、
要
は
白
川
博
士
の
新
し
い
見
識
に
対
し

て
他
の
学
者
の
説
と
比
較
し
て
正
し
い
評
価
を
下
す
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

（
４
）「
青
銅
器
銘
文
研
究
」
の
研
究
目
的
と
課
題
・
困
難
に
つ
い
て

「
引
論
第
５
節　

課
題
研
究
目
的
和
難
点
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

「
研
究
目
的
」）

10
（

を
以
下
要
約
す
る
。

①
白
川
博
士
の
銘
文
考
釋
、
断
代
分
期
、
金
文
学
史
、
金
文
系
列
文
字
な
ど
を
具

体
的
に
総
括
す
る
。

②
金
文
研
究
の
個
別
な
漏
れ
や
誤
り
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
し
、
同
時
に
先
人
の

努
力
に
よ
っ
て
解
決
し
た
問
題
、
あ
る
い
は
ま
た
未
解
決
の
難
問
を
提
示
し
、

よ
り
深
く
研
究
し
た
い
。

③
白
川
博
士
の
金
文
字
形
の
分
析
、
金
文
の
語
義
の
訓
詁
、
銘
文
を
解
読
す
る
新

し
い
方
法
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

「
課
題
研
究
的
難
点
」）

11
（

を
以
下
要
約
す
る
。

白
川
静
先
生
の
日
本
語
原
著
を
閲
読
し
翻
訳
す
る
の
に
、
２
年
余
り
の
時
間
を

費
や
し
た
。
中
国
語
と
の
言
語
系
統
の
違
い
か
ら
、
語
・
熟
語
・
句
の
対
訳
は
時

と
し
て
困
難
で
あ
り
、
何
度
も
手
直
し
し
て
や
っ
と
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
白

川
博
士
の
言
い
回
し
に
は
文
語
と
現
代
語
が
混
じ
っ
て
お
り
、
時
に
は
念
入
り
に

吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
白
川
博
士
の
表
現
に
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
„

…
…

“（
お
お
む
ね
…
…
で
し
ょ
う
）
„

…
…

“（
恐
ら
く
…
…
で
し
ょ

う
）
の
類
で
あ
り
、
推
測
の
語
気
で
あ
り
、
断
定
の
よ
う
で
も
あ
る
し
そ
う
で
な

い
よ
う
で
も
あ
る
が
、
前
後
の
文
意
を
細
か
く
検
討
し
た
後
、
結
論
を
出
す
の
で

あ
る
。白
川
博
士
の
本
意
を
理
解
す
る
の
は
予
想
し
て
い
た
以
上
に
難
し
か
っ
た
。

６
．
白
冰
氏
の
『
金
文
通
釋
』『
金
文
の
世
界
』『
説
文
新
義
』『
字
統
』
に
つ
い
て
の
評
価

こ
こ
で
は
『
青
銅
器
銘
文
研
究　

白
川
静
金
文
学
著
作
的
成
就

疏
失
』
に
お

い
て
研
究
対
象
と
し
た
『
金
文
通
釋
』『
金
文
の
世
界
』『
説
文
新
義
』『
字
統
』

の
四
著
に
対
す
る
白
冰
氏
の
説
明
・
評
価
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
記
す
。

（
１
）『
金
文
通
釋
』
に
つ
い
て

以
下
要
約
す
る
。

「

２

《

》

」）
12
（

に
お
い
て
「

」「

」「

」
の
３
つ
の
方
面
か
ら
評
価
を
し
て
い
る
。「

」
の
項
に
は
白

川
博
士
の
字
義
解
釈
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。「

」
の

項
に
は
各
々
の
青
銅
器
に
つ
い
て
白
川
博
士
、
唐
蘭
、
馬
承
源
、
王
世
民
、
劉
啓

益
の
５
人
の
断
代
の
対
比
表
を
詳
し
く
載
せ
て
い
る
。

「

３

《

》

」）
13
（

で
白
冰
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

最
初
に
諸
家
の
説
を
多
く
採
用
し
、
考
釈
し
て
い
る
。
彼
は
各
家
の
長
所
を
集

め
、
そ
れ
ら
の
観
点
に
対
し
て
評
述
し
、
実
際
の
学
術
的
観
点
と
符
合
す
る
も
の

を
重
視
し
、
過
分
の
評
価
を
せ
ず
過
ち
を
正
し
、
そ
れ
ら
の
論
の
是
非
を
論
じ
た
。

そ
の
次
に
原
資
料
を
も
っ
て
研
究
の
基
本
と
す
る
。
白
川
静
の
研
究
は
、
お
お
げ

さ
な
表
現
を
避
け
、
根
拠
の
な
い
論
は
極
め
て
少
な
く
、
で
き
る
だ
け
根
拠
の
あ

る
言
葉
を
求
め
、
第
一
資
料
の
収
集
に
心
掛
け
て
研
究
の
立
脚
点
・
出
発
点
と
し

て
い
る
。
第
三
に
、『
金
文
通
釋
』
の
「

」
は
独
創
的
な
見
解
を
意
味
し
て
い
る
。

多
く
の
著
作
の
中
で
、
白
川
静
は
字
を
考
察
し
て
義
を
解
釈
し
、
な
ら
び
に
関
連
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二
三

す
る
歴
史
を
解
釈
す
る
。
中
に
は
新
し
い
発
見
や
新
し
い
観
点
も
多
く
存
す
る
。

今
な
お
金
文
を
研
究
す
る
学
者
が
『

』
を
参
考
に
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
こ
の
著
述
は
日
本
語
で
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
の
学
者
に
は
使

用
し
に
く
い
。『
金
文
通
釋
』
を
引
用
す
る
も
の
は
、
あ
る
も
の
は
肯
定
し
あ
る

も
の
は
否
定
し
、
多
い
時
は
一
段
・
半
段
の
引
用
で
あ
り
、
少
な
い
時
は
二
、三

言
の
言
葉
で
あ
っ
た
り
し
て
、
全
面
的
に
引
用
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

白
冰
氏
は
『
金
文
通
釋
』
の
中
に
見
え
る
次
の
15
字
に
つ
い
て
分
析
と
評
価
を

述
べ
て
い
る
。
１
．
考　

２
．
爵　

３
．
彝　

４
．
昜　

５
．

６
．
　

７
．

　

　

８
．
　

９
．
禘　

10
．
　

11
．
　

12
．
　

13
．

　

14
．

　

15
．
彌
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「

」「
昜
」「
禘
」
に
つ
い
て
は
、後
ほ
ど
「
７
．

白
川
博
士
の
字
義
解
釈
例
に
対
す
る
白
冰
氏
の
分
析
と
評
価
」
の
項
に
取
り
上
げ

て
説
明
し
た
い
。

（
２
）『
金
文
の
世
界
』
に
つ
い
て

白
冰
氏
に
よ
る
と
、
２
０
０
４
年
に
『
金
文
世
界
』
を
中
国
語
に
全
訳
し
、
張

振
林
師
に
査
読
い
た
だ
い
た
と
あ
る
。
２
０
０
４
年
と
い
え
ば
白
冰
氏
は
中
山
大

学
大
学
院
漢
語
文
字
学
専
攻
博
士
課
程
に
在
籍
し
、
張
振
林
教
授
に
師
事
さ
れ
て

い
た
時
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
金
文
の
世
界
』
の
評
述
に
際
し
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「

，

，

《

》

，

，

。」）
14
（

白
冰
氏
は
自
身
の
金
文
に
対
す
る
解
釈
が
ま
だ
未
熟
で
あ
る

の
に
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
な
ぜ
こ
の
本
を
書
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。

金
文
と
い
う
ま
だ
未
開
発
な
学
問
に
は
確
た
る
指
標
も
な
い
の
で
、
た
と
え
評
述

が
完
璧
で
な
く
て
も
『
金
文
世
界
』
の
読
者
の
参
考
に
な
る
と
白
冰
氏
は
考
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
白
冰
氏
は
翻
訳
に
あ
た
っ
て
『
金
文
の
世
界
』
収
録
の
１
３
０
余

の
銅
器
銘
文
に
注
釈
を
ほ
ど
こ
し
た
が
、
原
資
料
の
仔
細
な
分
析
を
基
本
と
し
一

般
的
な
説
と
諸
学
者
の
意
見
を
参
考
に
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。

白
冰
氏
は
「
一
、

、

」
と
し
て
『
金
文
の
世
界
』

著
録
の
40
器
の
金
文
に
わ
た
っ
て
断
代
の
相
違
、
銘
文
の
読
み
の
相
違
な
ど
中
国

の
学
者
の
説
と
の
比
較
検
討
に
よ
り
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
二
、

、

」
に
つ
い
て
白
川
博
士
と
の
解
釈
と
の
相
違
を
同
様
の
方
法
で

述
べ
て
い
る
。

（
３
）『
説
文
新
義
』
に
つ
い
て

以
下
要
約
す
る
。

「
第
３
節
《
說

新
義
》
的
評
述
」）

15
（

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

白
冰
氏
は
『
説
文
新
義
』
の
33
文
字
に
評
述
を
行
っ
て
い
る
。

33
文
字
と
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

名
・
君
・
周
・
商
・
言
・
童
・

・

（
改
）・
皆
（
召
旨
）・
魯
・
者
・
難
・
冓
・

茲
・

・
筮
・
乃
・
今
・
舎
・
良
・
枚
・
南
・

・
客
・
勿
・
乍
・
朕
・
庶
・
忌
・

閒
・
姫
・
威
・
我

上
記
の
16
例
（
下
線
の
文
字
）
は
白
川
静
の
新
し
い
見
識
に
よ
り
独
自
に
解
釈
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
字
形
分
析
に
重
点
を
置
く
も
の
が
あ
り
、
字
義

の
解
釈
に
重
点
を
置
く
も
の
も
あ
り
、
大
部
分
は
字
形
分
析
と
字
義
の
解
釈
と
が

結
び
つ
い
て
い
る
。
字
形
分
析
も
字
義
解
釈
も
、
新
し
い
見
方
で
あ
る
が
、
具
体

性
が
十
分
で
な
い
も
の
・
全
面
的
な
分
析
や
解
釈
が
十
分
で
な
い
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
君
・
言
・
恥
・
魯
・
冓
等
で
あ
る
。「
口
」
載
書
説
も
新
し
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い
認
識
で
あ
る
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
な
お
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
う
ち
「
名
」「
言
」「
魯
」｢

客｣

に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
「
７
．
白
川

博
士
の
字
義
解
釈
例
に
対
す
る
白
冰
氏
の
分
析
と
評
価
」
の
項
に
取
り
上
げ
て
説

明
し
た
い
。

（
４
）『
字
統
』
に
つ
い
て

以
下
要
約
す
る
。
白
冰
氏
は
ほ
と
ん
ど
『
字
統
』
の
「
字
統
の
編
集
に
つ
い
て
」

の
中
か
ら
抜
粋
し
て
翻
訳
し
て
い
る
。

①
「

」）
16
（

に
つ
い
て

白
川
博
士
は
字
形
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
、
必
ず
字
を
ひ
と
つ
の
系
列
に

分
類
し
、「
系
列
字
」
を
形
成
す
る
。
例
え
ば
『
字
統
』
は
「
辛
」
を
分
析
し
、

墨
黥
を
行
な
う
た
め
の
細
身
の
刀
に
象
る
も
の
と
し
て
い
る
。
入
れ
墨
の
と
き
使

う
器
具
は
す
な
わ
ち
「
章
」
で
あ
り
、「
辛
」
と
比
べ
て
、
紋
様
や
飾
り
を
増
や

し
た
も
の
で
あ
る
。
口
の
形
は
神
に
対
し
て
盟
誓
す
る
時
に
用
い
ら
れ
、
盟
誓
の

文
辞
を
収
容
す
る
器
で
あ
る
。口
の
上
に
辛
を
加
え
る
も
の
は「
言
」で
あ
り
、「
言
」

は
す
な
わ
ち
盟
誓
の
時
に
話
す
言
葉
で
あ
る
。「
音
」
は
盟
誓
の
「
言
」
に
対
す

る
神
霊
の
感
応
を
あ
ら
わ
す
。
…
こ
れ
ら
は
一
系
列
の
字
で
あ
る
。

②
「

」）
17
（

に
つ
い
て

白
川
博
士
の
『
字
統
』
は
中
国
の
音
韻
学
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
。
必
要
な
と

き
に
は
声
韻
に
頼
り
、
声
韻
を
手
が
か
り
と
し
て
字
義
を
探
求
す
る
。
例
え
ば
、

「
由
」
を
声
と
す
る
字
は
油
、
柚
、
宙
、
冑
、
迪
、
笛
、
舳
、
軸
、
岫
，
袖
等
。「
由
」

と
「

」
は
お
お
よ
そ
同
源
の
字
で
あ
る
。「

」
は
ひ
ょ
う
た
ん
の
形
で
あ
り
、

ひ
ょ
う
た
ん
の
果
実
は
搾
っ
て
油
と
な
り
、残
留
す
る
果
殻
内
部
の
空
虚
を
「
宙
」

と
い
う
。
果
殻
内
部
が
空
に
な
っ
て
軽
く
な
り
自
由
に
運
転
で
き
る
も
の
を「
軸
」

字
に
作
る
。

③
「

」）
18
（

に
つ
い
て

文
字
は
形
に
よ
り
義
を
示
し
、同
系
列
の
字
は
意
義
の
関
連
を
保
持
し
て
い
る
。

白
川
博
士
は
古
文
字
の
表
現
す
る
形
態
に
よ
り
、
載
書
・
刑
罰
・
軍
礼
・
巫
祝
・

神
梯
・
聖
域
・
紋
身
・
盟
誓
・
農
耕
・
天
象
・
医
術
・
歌
謡
等
多
系
列
を
分
類
し
、

同
系
列
の
字
は
意
義
が
相
通
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
古
字
を

系
列
に
区
分
す
る
理
解
の
仕
方
は
、
文
字
の
体
系
的
な
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
系
列
字
の
解
説
中
、
中
国
の
学
者
と
は
異
な
る
認
識
が
多
く
あ
り
、

甲
骨
文
の
用
例
や
金
文
の
用
例
に
よ
っ
て
説
得
力
の
あ
る
新
し
い
観
点
を
有
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
観
点
は
我
々
が
か
つ
て
考
え
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。こ

の
う
ち
「
告
」「
史
」「
事
」「
使
」
等
の
載
書
関
連
の
文
字
、「
鳴
」「
唯
」「
雖
」

等
の
「

（
口
）」
を
含
む
「
鳥
」「
隹
」
関
連
の
文
字
、「
阜
」「

」
関
連
の
文

字
に
つ
い
て「
７
．
白
川
博
士
の
字
義
解
釈
例
に
対
す
る
白
冰
氏
の
分
析
と
評
価
」

の
項
に
取
り
上
げ
て
説
明
し
た
い
。
日
本
に
お
け
る
白
川
博
士
の
『
字
統
』
の
評

価
は
、
特
に
甲
骨
文
・
金
文
に
習
熟
し
て
い
な
い
一
般
の
人
に
対
し
て
漢
字
の
原

義
を
わ
か
り
や
す
く
叙
述
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
い
う
え
お
順
の
語

の
配
列
は
便
利
で
あ
り
、
各
々
の
文
字
の
字
義
に
つ
い
て
も
『
説
文
新
義
』
よ
り

も
コ
ン
パ
ク
ト
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
配
列
は
日
本
人
に
対

す
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
人
に
と
っ
て
は
や
や
わ
か
り
に
く
い
。
ま
た
白
冰
氏
が

白
川
文
字
学
を
『
字
統
』
よ
り
と
ら
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
各
文
字
に
対
す
る

説
明
の
量
が
少
な
い
の
で
十
分
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
次
章
の
『
字
統
』

か
ら
取
り
上
げ
た
載
書
関
連
の
文
字
に
対
す
る
白
冰
氏
の
解
釈
を
通
じ
て
明
ら
か
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に
し
た
い
。７

．
白
川
博
士
の
字
義
解
釈
例
に
対
す
る
白
冰
氏
の
分
析
と
評
価

白
冰
氏
に
よ
る
白
川
博
士
の
各
文
字
の
字
義
評
価
を
見
る
と
、
白
川
博
士
に
対

す
る
白
冰
氏
の
考
え
の
相
違
点
が
見
え
て
く
る
。
以
下
、
白
冰
氏
の
解
釈
に
つ
い

て
の
私
の
考
え
も
交
え
て
記
述
し
た
い
と
思
う
。

（
１
）「

」
を
含
む
載
書
関
連
の
甲
骨
文
字
・
金
文
に
つ
い
て
の
白
冰
氏
の
評
価

①
『
字
統
』「
告
」「
史
」「
事
」「
使
」
の
白
冰
氏
の
解
釈
に
つ
い
て

白
冰
氏
は
「

４

《

》

」）
19
（

と
い
う
項
の
中
で
、
白
川
博
士

の
最
も
代
表
的
な
字
義
解
釈
と
し
て
知
ら
れ
る
「
告
」「
史
」「
事
」「
使
」
に
つ

い
て
３
頁
に
亘
る
叙
述
を
し
て
い
る
。

『
字
統
』「
告
」
に
つ
い
て
白
冰
氏
は
「

„

。

①
。

，

。
…
…

祝

②
，

，

。

，

…
…
“」）

20
（

（
波
線
①
②
は
筆
者
記
す
）

と
翻
訳
し
て
い
る
。
※
こ
の
中
で
波
線
①
の
『
字
統
』
の
原
文
は
「
木
の
小
枝
に

祝
禱
を
収
め
る
器
の

を
懸
け
る
形
」）
21
（

で
あ
り
波
線
②
は
「
口
形
の
字
も

、
祝

禱
の
器
の
形
」）

22
（

と
あ
り
、
い
ず
れ
も

と
い
う
甲
骨
文
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
読

者
は
楷
書
の
「
告
」
と
「
口
」
を
念
頭
に
考
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
こ
の
点
で

誤
解
を
招
き
や
す
い
。

白
冰
氏
は
、
い
く
つ
か
の
甲
骨
文
に
よ
っ
て
例
証
さ
れ
た
白
川
博
士
の
「
告
」

の
字
義
を
「

」）
23
（

と
し
、「
告
」
の
基
本
義
が
告
祭
で
あ
る
こ
と
を

諸
説
の
中
の
一
説
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
王
や
上
の
も
の
に
告
げ
る
と
い
う

義
は
金
文
に
そ
の
例
が
多
く
、
神
に
告
げ
る
意
の
「
告
」
の
引
伸
義
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
疑
問
に
思
う
こ
と
は
、
白
冰
氏
は
白
川
博
士
の
「

」
に
つ
い

て
の
認
識
を
肯
定
も
せ
ず
否
定
も
し
な
い
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
い
っ
た
白
冰
氏
の
白
川
文
字
学
へ
の
字
義
解
釈
を
ふ
ま
え
、「
告
」
と
同
様
に

の
系
列
文
字
「
史
」「
事
」「
使
」
に
つ
い
て
の
白
冰
氏
の
解
釈
を
考
察
し
て
み

た
い
。

白
冰
氏
は
「
史
（
甲
骨
文

）」
字
の
上
部
「

」
が
何
で
あ
る
か
、
に
つ
い

て
何
人
か
の
文
字
学
者
の
解
釈
を
引
く
。
徐
中
舒
の
「

」、
馬
叙

の
「

」、
王

維
の
「

」、
姚
孝
遂
の
「

，

，

」、
白
川
博
士
の
「

」）
24
（

な
ど
で
あ
る
。
白
川
博
士
の
『
字
統
』
で
は
「
史
」
に
甲
骨
文
「

」「

」

を
記
載
し
て
い
る
が
、
白
冰
氏
は
「

」
を
記
し
て
い
る
。「

」
と
「

」
に

つ
い
て
は
『
甲
骨

文

論
叢
』
初
集
「
釋
史
」
に
は
「

は
叉
頭
の
あ
る
長
桿

を
持
す
る
形
で
あ
り
、

が
た
だ
宗
廟
の
中
で
祝
冊
を
神
木
に
懸
け
て
捧
持
す

る
形
で
あ
る
の
に
對
し
て
、

は
遠
く
都
外
に
出
て
使
す
る
意
を
含
む
も
の
と
み

ら
れ
る
」）
25
（

と
あ
る
。
ま
た
「
史
祭
が
特
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
る
と
き
に
は
、
こ
れ

を
〈
大

〉
と
い
っ
た
。
…
…
〈
大

〉
と
は
文
献
に
し
ば
し
ば
見
え
る
〈
大
事
〉

で
あ
ろ
う
」）

26
（

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
白
川
博
士
は
「

」
は
も
と
一
つ
の
文
字
で

あ
っ
た
「
使
」「
事
」
を
あ
ら
わ
す
甲
骨
文
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
白
冰
氏
は
「
史
」

を
論
じ
る
に
際
し
て
、「
釋
史
」
に
通
じ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
の
記
述
に
誤
り

が
見
ら
れ
る
。
白
冰
氏
は
白
川
博
士
の
「
史
」
の
解
釈
全
般
に
つ
い
て
は
「

、

，

」）
27
（

と
述
べ
、
甲
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骨
文
・
金
文
の
用
例
に
「
史
」
の
義
が
合
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
一
説
で
は
あ

る
が
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

白
冰
氏
は
「
史
」「
事
」「
使
」
は
載
書
の
系
列
文
字
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
字
義

は
祭
祀
に
関
係
し
て
い
る
と
白
川
博
士
の
説
を
要
約
し
て
い
る
。
そ
し
て『
字
統
』

「
事
」
の
項
の
「
史
は
内
祭
を
意
味
し
、事
は
外
祭
を
意
味
す
る
」）

28
（

を
引
い
て
「
史
」

「
事
」
の
分
化
し
た
義
を
説
明
す
る
。
ま
た
「
使
」
に
つ
い
て
は
『
字
統
』
の

「
使
」）

29
（

の
項
を
引
い
て
「

。

、

，

」）
30
（

と
述
べ
て
い
る
。「
史
」
が
内
祭
、「
使
」「
事
」
が
外

祭
に
使
用
さ
れ
る
文
字
で
あ
る
と
い
う
白
川
博
士
の
解
釈
に
つ
い
て
「

，

」）
31
（

と
述
べ
、
賛
同
の
意
を
表
わ
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
論
述
の
最
後
に
載
書
関
連
の
言
・
右
・
召
な
ど
の
50
余
字
を
列
挙
し

「

、

，

，

，

」）
32
（

と
述
べ
て

い
る
。
載
書
系
統
の
文
字
に
貫
通
し
た

の
義
を
認
め
て
い
る
が
、「

」
の
記
述
は

（
口
）
記
号
を
用
い
る
文
字
の
「
口
」

が
必
ず
し
も
す
べ
て
載
書
の
意
で
は
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

「
告
」「
史
」「
事
」「
使
」
に
つ
い
て
は
白
川
文
字
学
の
精
髄
で
あ
り
、
か
つ
難

解
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
は
『
甲
骨
金
文
学
論
叢
』
初
集
の
「
釋
史
」
の
記

述
に
詳
し
い
。
白
冰
氏
は
こ
れ
ら
を
『
字
統
』
の
中
か
ら
の
み
引
用
し
て
、
各
字

の
結
論
的
な
部
分
を
引
い
て
、
こ
れ
ら
が
一
系
列
の
文
字
で
後
に
意
味
が
分
化
し

た
こ
と
や
、
そ
の
分
化
し
た
義
に
つ
い
て
述
べ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

「
釋
史
」に
見
る
よ
う
に
白
川
博
士
は
甲
骨
文
の
多
く
の
例
を
出
し「
告
」「
史
」「
事
」

「
使
」
の
義
に
つ
い
て
考
証
し
て
お
り
、
そ
の
考
証
の
過
程
が
原
初
の
字
義
と
そ

の
発
展
を
明
示
し
、
か
つ
殷
代
の
他
族
へ
の
宗
教
的
・
政
治
的
支
配
の
要
諦
を
語

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
が
読
者
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

白
冰
氏
は
白
川
博
士
の
載
書
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「

，

，

，

。

，

，

，

：

，

；

，

。

„

“

，
„

“

，

。

 
 
 
 
 
 
 
 

。

，

、

，

，

，

，

」）
33
（

上
記
を
要
約
す
る
。

白
川
博
士
が
古
文
字
を
系
列
的
に
分
類
し
て
把
握
し
、
そ
の
系
列
字
に
対
し
て
研

究
を
進
め
る
方
法
は
今
ま
で
の
中
国
学
者
に
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
口
か
ら
な

る
字
は
口
耳
の
口
の
意
味
以
外
に
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
二
義
に
分
か
れ
る
。
一

つ
は
神
に
祈
る
祭
祀
を
挙
行
す
る
際
に
祝
辞
を
入
れ
る
小
箱
、
一
つ
は
盟
誓
の
儀

を
挙
行
す
る
と
き
に
盟
書
を
入
れ
る
小
箱
の
義
で
あ
る
。
こ
の
箱
は
、
告
字
に
見

ら
れ
る
匣
、
す
な
わ
ち
神
霊
に
祈
る
際
に
木
の
小
枝
に
か
け
た
匣
と
同
じ
も
の
で

あ
る
。
こ
の
系
列
の
文
字
は

、 

、

、

、

、 

、

、

、

な
ど
。

系
列
字
の
研
究
は
新
し
い
考
え
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
い
く
つ
か
の
文
字
に
関
し
て

は
必
ず
し
も
従
え
な
い
。

白
冰
氏
は
耳
口
以
外
の
口
を
二
義
に
分
か
ち
、
祝
辞
を
入
れ
る
匣
の
義
と
盟
書

を
入
れ
る
匣
の
義
と
し
て
い
る
。
白
川
博
士
は
『
甲
骨
金
文
学
論
叢
』
四
集
「
載

書
關
係
字
説
―
古
代
の
詛
盟
祝
禱
儀
禮
と
文
字
―
」
に
お
い
て
「
史
と
は
祝
告
盟
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誓
の
祭
祀
儀
禮
を
意
味
す
る
語
で
、外
部
に
使
し
て
祀
る
と
き
は
、使
・
事
と
い
っ

た
。
そ
の
字
は

と
大
體
そ
の
結
構
が
同
じ
く
、

・

に
作
っ
て
遠
行
の
意

を
示
す
釋
史
、
本
論
叢
初
集
。

は
載
書
の
器
で
、
こ
れ
を
捧
持
す
る
形
に
象
っ
た

も
の
が

で
あ
る
。

は
載
書
を
捧
持
し
載
行
の
意
が
あ
る
」）
34
（

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
文
中
の
「
祝
告
盟
誓
」
と
は
周
代
の
盟
書
の
義
か
ら
遡
っ
た
殷
代
の
祝
祷
詛

盟
の
古
代
的
意
味
を
言
う
の
で
、
白
冰
氏
が
祝
祷
詛
盟
を
意
味
す
る

の
義
を
上

記
の
二
義
に
分
け
る
の
は
正
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
れ
が
正
し
い
と
す

る
な
ら
、
祝
辞
系
列
の
字
と
盟
書
系
列
の
字
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

白
冰
氏
は
載
書
説
を
「
告
」、「
史
」、「
使
」、「
事
」
字
に
つ
い
て
歴
史
的
事
実

と
の
符
合
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
名
」「
言
」
字
の
「
口
」
は
耳
口

の
口
と
し
、
白
川
博
士
の
載
書
説
と
は
相
違
し
た
解
釈
を
述
べ
る
。
ま
た
白
冰
氏

は
金
文
中
に
「
口
」
を
含
む
文
字
、例
え
ば
「
商
」、「
吾
」、「
右
」、「
可
」、「
司
」、

「
唐
」、「
否
」、「

」、「
君
」
等
の
「
口
」
は
、
文
字
の
発
展
過
程
の
中
で
他
字

と
形
を
区
別
す
る
た
め
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
白
冰
氏
は
「
口
」
を
含
む
文
字
に
つ
い
て
、
載
書
の
義
を
有
す
る
も
の
と
口
耳

の
口
の
義
を
有
す
る
も
の
、及
び
意
味
を
持
た
な
い
口
形
の
形
の
み
を
示
す
「
口
」

を
有
す
る
文
字
の
三
種
の
類
別
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
。

②
『
説
文
新
義
』「
名
」）

35
（

の
白
冰
氏
の
解
釈
に
つ
い
て

白
川
博
士
の
「
名
」
の
解
釈
は
、『
説
文
新
義
』
の
下
記
記
述
に
明
白
で
あ
る
。

「
名
の
金
文
の
字
形
は
夕
に
従
わ
ず
、
上
部
は
肉
の
象
形
で
あ
る
。
…
下
部
の

は
載
書
祝
冊
の
器
。
肉
を
薦
め
て
祖
廟
に
告
げ
る
意
の
字
形
で
あ
る
が
、
特
に
こ

れ
を
名
字
の
名
に
用
い
る
の
は
、
命
名
・
告
名
の
儀
礼
に
際
し
て
こ
の
儀
が
行
な

わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
人
は
生
れ
て
三
月
に
し
て
は
じ
め
て
命
名
が
な
さ
れ
、
そ

の
名
は
家
廟
に
報
告
さ
れ
る
。
こ
の
命
名
の
儀
礼
に
よ
っ
て
、
生
子
は
そ
の
家
族

あ
る
い
は
氏
族
の
一
員
と
し
て
、
公
式
に
登
録
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」）
36
（

白
冰
氏
は
、

「
名
」
字
の
上
部
を
肉
の
象
形
と
見
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
。
下
部
の
「

」

に
つ
い
て
白
川
博
士
は
「
載
書
祝
冊
の
器
」
と
し
、
命
名
が
「
祖
霊
の
前
で
行
な

わ
れ
る
加
入
式
で
あ
っ
た
」）

37
（

と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
白
冰
氏
は
名
字

の
下
部
「

」
を
口
耳
の
口
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
中
国
北
方

農
村
部
の
婦
人
が
自
分
の
子
供
を｢

娘
身
上
掉
下
来
的
肉｣

「

」

「
肉

」
と
呼
び
、
子
供
の
名
を｢

肉
肉｣

と
付
け
る
人
も
多
く
い
る
と
い
っ

た
風
習
を
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
子
供
の
名
を
直
接
口
で
言
っ
て
名
づ
け
る
の

で
、「
名
」
は
口
・
肉
を
も
っ
て
嬰
児
を
名
づ
け
る
義
で
あ
る
と
述
べ
る
。
し
か

し
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
風
習
を
も
っ
て
殷
周
代
の
字
義
の
根
拠
と
す
る
の
は
い
か

が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
風
習
が
殷
周
代
よ
り
果
た
し
て
途
切
れ
る
こ
と
な

く
続
い
て
い
た
の
か
。
そ
う
い
っ
た
点
で
白
冰
氏
の
考
証
は
実
証
性
を
欠
い
て
い

る
。ま

た
白
冰
氏
は
『

』
第
三
節
《
説
文
新
義
》
的
評
述
に
「

，

，

，

，

，

，

，

，

，

」）
38
（

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

先
述
の
北
方
人
の
呼
称
の
例
を
も
っ
て
し
て
も
、「
名
」
字
の
上
部
が
肉
で
は
な

い
こ
と
を
述
べ
、
一
体
白
冰
氏
の
真
意
が
ど
ち
ら
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら

く
『

』
の
記
述
は
い
く
つ
か
の
時
期
の
異
な
っ
た
研
究
論
文
よ

り
成
り
、
後
述
が
白
冰
の
最
新
の
考
え
方
な
の
で
あ
ろ
う
。
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③
『
説
文
新
義
』｢

言｣

）
39
（

の
白
冰
氏
の
解
釈
に
つ
い
て

『
説
文
新
義
』
に
「
辛
は
罪
を
加
え
る
意
を
示
す
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
載
書
で

あ
る

の
上
に
お
く
の
は
詛
盟
に
偽
の
な
い
こ
と
を
誓
う
も
の
で
、
も
し
詛
盟
に

不
信
が
あ
れ
ば
罪
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
意
象
で
あ
る
。

に
〈
有

獄
訟
者
、
則
使
之
盟
詛
〉
と
あ
り
、
そ
の
自
己
詛
盟
を
言
と
い
う
。
司
約
に
〈
若

有
訟
者
、
則
珥
而
辟
藏
、
其
不
信
者
、
服
墨
刑
〉
と
規
定
し
て
お
り
、
辛
は
墨
刑

の
具
に
外
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
言
は
獄
訟
に
當
た
っ
て
の
自
己
詛
盟
の
辭
を
い

う
」）

40
（

と
述
べ
て
い
る
。

白
冰
氏
は
「
言
」
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
解
釈
を
載
せ
て
い
る
。

『

』
三
上

；

，

。

，

。

『

』

；

，

、

。

，

。

，

。

『

』：

，『

』

：
„

“

：

。

，

。

『

』（

）

１
６
３
８

:
「

」

。）
41
（

こ
れ
ら
の
解
釈
に
つ
い
て
白
冰
氏
は
言
字
の
上
部
を
舌
の
形
と
す
る
論
や
簫
を
吹

く
形
と
す
る
論
を
不
合
理
と
し
て
退
け
る
。

白
冰
氏
は
甲
骨
文
字

（
一
期
）

（
二
期
）

（
三
期
）
か
ら
見
て
「
言
」

字
の
上
部
は
「
辛
」
字
で
あ
る
と
述
べ
る
。「
辛
」
は
辛
刀
で
あ
り
、
墨
刑
の
刑
具

を
施
す
も
の
で
あ
り
、
犯
人
に
罪
を
加
え
る
意
味
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
下
部

の

は
口
耳
の
口
で
あ
り
、「
言
」字
の
本
義
は
訴
訟
で
あ
る
べ
き
と
す
る
。『

』

「

」
に
「

，

」
と
あ
り
、
ま
た
唐
の
柳
宗
元
『

』
に
「
諶
盛
怒
，
召
農
者
曰
：
„
我
畏
段
某
耶
？
何
敢
言
我
！
“」
あ

る
い
は
『

』

に
「

、

」
と
あ
る
。
白
冰
は
こ
れ
ら
の
例
を
も
っ

て
「
言
」
が
訴
訟
の
意
味
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
い
る
。『
説
文
』
の
「

」
は
「

」
の
引
伸
義
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
白
冰
氏
は
于
省
吾
氏
の
説

を
採
り
、「
言
」
と
「
音
」（
甲
骨
文

）
は
西
周
金
文
中
に
混
用
し
て
使
わ
れ
て

お
り
後
に
意
味
が
分
化
し
た
と
述
べ
る
。

白
川
博
士
は
『
字
統
』「
言
」
の
項
に
「
言
を
神
に
さ
さ
げ
、
そ
の
器
中
に
神

意
の
反
応
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
音
と
い
う
。
神
意
は
そ
の
〈
音
な
ひ
〉
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
」）

42
（

と
述
べ
る
。
白
冰
は

を
口
耳
の
口
と
見
、
白
川
博
士
が
載
書
の

器
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
両
者
の
見
解
は
明
確
な
異
な
り
を
見
せ
る
。
そ
の
見
解
の

差
に
よ
り
、「
音
」
字
の
解
釈
も
ま
た
相
違
す
る
。

④
『
説
文
新
義
』｢

客｣

）
43
（

の
白
冰
の
解
釈
に
つ
い
て

白
冰
氏
は
「
客
」
に
つ
い
て
『
説
文
新
義
』
の
次
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。「
客

は
各
に
從
う
。
各
は
聲
符
で
な
く
、
祝
告
し
て
招
く
の
に
對
し
て
、
神
靈
の
降
下

す
る
こ
と
を
い
う
。
召
に
對
し
て
各
と
い
う
。
そ
の
神
靈
を
廟
中
に
迎
え
る
も
の

を
客
、
そ
の
誠
敬
の
意
を

・
恪
と
い
う
。
二
王
三
恪
と
は
そ
の
よ
う
な
客
神
を

意
味
し
、
先
王
朝
の
祖
靈
を
客
神
と
し
て
請
ず
る
の
で
あ
る
。
詩
の
周
頌
有
客
・

有
瞽
・
振
鷺
の
諸
篇
が
、
殷
の
祖
神
が
周
廟
に
來
格
す
る
儀
禮
を
歌
う
も
の
で
あ

る
が
、
…
…
金
文
で
は
來
格
の
義
に
各
・
格
・

・
客
の
字
を
用
い
、
も
と
神
靈

の
來
格
を
い
う
。
賓
客
は
本
族
外
の
人
を
い
う
語
で
あ
る
か
ら
、
金
文
で
は
王
孫

遺
者
鐘
〈
用

以
喜
、
用
樂
嘉
賓
父
兄
、
及
我

友
〉・
姑
馮
句

〈
以
樂
賓
客
、

及
我
父
兄
〉
の
よ
う
に
、
同
胞
の
も
の
と
區
別
し
て
い
う
。」）

44
（

こ
れ
に
対
し
て
白
冰
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
る
。「
„

“

”
“

，

（
一
期
《
前
》
五
．
二
四
六
）、
作

（
三
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期
《
甲
》
二
四
三
七
），

，

。
”各
“

，

，

，

。」）
45
（

す
な
わ
ち
「
客
」
は
「
各
」
と
密
接
な
相
関
が
あ
る
と
し
、

「
各
」
字
の
上
部
「
夂
」
を
足
と
解
し
、
下
部
の
「
凵
」
を
竪
穴
式
住
居
の
図
形

と
解
し
た
。
結
果
と
し
て
、
穴
居
に
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
各
の
字
義
と
し
た

の
で
あ
る
。「
各
」
字
の
甲
骨
文
に
は
「

」（
一
期
合
集
五
四
三
九
）
が
あ
り
、

徐
中

は
『
甲
骨
文
字
典
』
の
中
で
「
各
」
を
「
從

從

（
夂
），

或
作
凵
，

並
象
古
之
居
穴
，
以
足
向
居
穴
會
來
格
之
意
」）
46
（

と
述
べ
て
お
り
、
上
記
の

氏

の
解
釈
は
こ
れ
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
「
客
」
は
「
各
」
に
「
宀
」
を

加
え
た
も
の
で
あ
り
、
戴
家
祥
主
編
の
『
金
文
大
字
典
』
の
「

宀

，

。

」
を
根
拠
と
し
、
ま
た
一
方
で
「
客
」
は
金
文
で

„

“（

）、
„

“（

）
の
字
形
よ
り
見
て
「

、

」）
47
（

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
甲
骨
文
の
「
客
」

字
中
の
「

（
人
）」
と
「

（
夂
）」
及
び
「
宀
」「
凵
」
の
字
形
の
会
意
を
穴

居
に
や
っ
て
き
た
外
来
の
人
と
見
、
そ
れ
を
客
の
義
と
し
た
の
で
あ
る
。

白
冰
氏
と
白
川
博
士
と
の
意
見
の
違
い
は
「
口
」
の
解
釈
の
違
い
で
あ
ろ
う
。

白
冰
氏
は
「
客
」
字
に
関
し
て
白
川
博
士
の
載
書
説
に
同
意
し
て
い
な
い
。
そ
れ

に
対
し
て
白
川
博
士
は
「

」
載
書
説
を
前
提
と
し
て
「
客
」
の
字
義
を
述
べ
る
。

白
川
博
士
は
「
各
」
に
つ
い
て
「
夂
は
上
よ
り
夂
（
足
）
が
降
り
て
く
る
形
で
、

神
靈
の
下
降
す
る
こ
と
を
示
し
、
口
は

、
祝
祷
を
収
め
る
器
の
形
で
、
祝
詞
で

祈
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
祈
り
に
よ
っ
て
神
靈
が
下
り
来
た
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

『
各
（
き
た
）
る
』
が
字
の
原
義
」）

48
（

と
述
べ
て
い
る
。「
客
」
に
つ
い
て
は
「
客
と

は
異
族
神
を
い
う
語
で
あ
る
」）
49
（

と
あ
る
よ
う
に
、そ
の
初
義
は
異
族
の
客
神
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。

⑤
『
説
文
新
義
』｢

魯｣

）
50
（

の
白
冰
の
解
釈
に
つ
い
て

白
川
静
『
説
文
新
義
』「
魯
」
の
項
に
「

・
曰
は
祝
告
の
器
で
あ
る
。
字
は

多
く
祝
嘏
の
語
に
用
い
る
が
、
魚
に
從
う
の
は
、
お
そ
ら
く
嘉
魚
を
以
て
神
に
侑

薦
す
る
意
で
あ
ろ
う
。
…
ま
た
金
文
で
は
、
伊

鼎
・
井
鼎
・

な
ど
の
器
銘

に
、
漁
し
て
魚
を
祖
廟
に
薦
め
、
あ
る
い
は
祖
祭
の
用
と
し
て
賜
與
さ
れ
る
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
魯
鈍
の
義
は
お
そ
ら
く
假
借
義
で
あ
ろ
う
」）

51
（

と
述
べ
て
い
る
。

「
魯
」字
は
甲
骨
文
で
は

に
作
り
、金
文
で
は

、
に
作
る
。
白
冰
氏
は「
魯
」

字
の
下
部
の

を
祝
告
の
器
と
す
る
白
川
説
に
は
与
せ
ず
、「
„

“

，

„

“

，

，

，

」）
52
（

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
金
文
中
に
「
口
」
を
含

む
文
字
、
例
え
ば

、

、

、

、

、

、

、

、

等
の
「
口
」
は
、

文
字
の
発
展
過
程
の
中
で
他
字
と
形
を
区
別
す
る
た
め
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
唐
蘭
も
「

，

」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
意
見

は
憶
測
で
は
な
く
根
拠
が
あ
り
、
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

（
２
）『
字
統
』「
鳴
」「
唯
」「
雖
」）
53
（

の
白
冰
氏
の
解
釈
に
つ
い
て

鳥
の
象
形
字
に
「
鳥
」「
隹
」
が
あ
る
が
『
字
統
』「
隹
」
の
項
に
「
鳥
は
鳥
星

の
よ
う
に
特
定
の
神
話
化
さ
れ
た
も
の
を
図
象
的
に
し
る
し
、
他
の
鳥
は
す
べ
て

こ
の
形
（
隹
…
筆
者
書
く
）
に
か
き
、尾
の
長
短
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
卜
文
・

金
文
に
発
語
の
隹
に
用
い
、
そ
の
字
は
の
ち
に
唯
・
惟
・
維
と
か
か
れ
る
。」）

54
（

ま

た
『
字
統
』「
鳴
」
の
項
に
「
会
意　

口
と
鳥
に
従
う
。
口
は

、
祝
祷
を
収
め

る
器
。
神
に
祈
り
、
鳥
の
様
子
に
よ
っ
て
占
う
鳥
占
い
の
し
か
た
を
示
す
字
。
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…
…
そ
の
造
字
法
は
唯
と
同
様
で
あ
り
、唯
は
神
意
の
応
諾
を
示
す
字
」）
55
（

と
あ
り
、

白
冰
氏
は
こ
の
二
つ
の
文
章
を
例
に
引
い
て
い
る
。
白
冰
氏
は「
鳴
」「
唯
」の「
口
」

に
つ
い
て
「

」）
56
（

と
し
た
上
で
、
白
川
博
士

の
「

、
祝
祷
を
収
め
る
器
」
と
す
る
解
釈
を
新
し
い
認
識
だ
と
評
価
す
る
。
ま

た
白
川
博
士
の
い
う
鳥
占
い
の
古
代
風
俗
を
比
較
的
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
述

べ
て
い
る
。

「
雖
」
に
つ
い
て
白
川
博
士
は
「
会
意　

口
と
虫
と
隹
に
従
う
。
口
は

、
祝

禱
を
収
め
る
器
。
虫
は
そ
れ
を
侵
す
呪
虫
。
隹
は
鳥
卜
い
を
い
う
。
祝
禱
し
て
鳥

卜
い
を
し
、そ
の
結
果
示
さ
れ
る
神
意
は
唯
。
唯
は
〈
し
か
り
〉
で
あ
り
、〈
あ
り
〉

と
い
う
肯
定
で
あ
る
が
、
そ
の
唯
に
虫
が
つ
く
の
は
、
邪
霊
が
そ
の
神
意
を
害
し
、

神
意
の
奉
行
を
さ
ま
た
げ
る
意
で
あ
る
。
唯
は
神
意
の
承
認
を
示
す
が
、
そ
れ
を

害
す
る
邪
霊
が
あ
れ
ば
、
そ
の
神
意
の
実
行
は
保
留
す
べ
き
で
、
そ
れ
で
雖
は
逆

接
態
に
な
る
」）

57
（

と
述
べ
る
。
白
冰
氏
は
「
雖
」
の
白
川
博
士
の
解
釈
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
に
考
釈
す
る
。

『
説
文
』
一
三
上
で
は
「

，
似
蜥
蝪
而
大
。
從
虫
，
唯
聲
」
と
あ
る
が
、
唯

声
は
疑
わ
し
く
、「

」
を
虫
名
に
用
い
た
例
が
な
い
。
白
冰
氏
は
金
文
の
「

」

の
字
形
よ
り
見
て
、「

，
虽

」
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
白
川

博
士
が
「
雖
」
を
会
意
字
と
す
る
の
は
受
け
入
れ
が
た
い
と
し
て
い
る
。

「

」
の
金
文
に
は
ふ
た
つ
の
用
法
が
あ
る
。
一
つ
は

（

）
で

あ
り
、「

」
の
「

雖
小
子
」
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
「

」
は
「

」
と

読
む
べ
き
で
あ
る
。（
※

（

）と
は
古
代
漢
語
で
使
わ
れ
る
品
詞
で
、

文
の
最
初
や
話
題
転
換
の
際
に
用
い
る
。）
も
う
一
つ
は

（
逆
説
を
意

味
す
る
接
続
詞
）
で
「
…
と
い
え
ど
も
」
を
意
味
す
る
「

」
の
用
法
で
あ
る
。

白
冰
氏
は
「

、

„

“

，

。

，

」）
58
（

と
述
べ
て
い

る
。
す
な
わ
ち

、

と
し
て
の
「
雖
」
は
鳥
占
い
と
は
関
係
が
な

く
、
仮
借
の
用
法
で
あ
る
。「

」
は
後
世
多
く

气

、
逆
接

と
し
て
使

わ
れ
、
そ
れ
故
に
本
義
は
何
で
あ
る
か
は
い
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
一
般
的
に
み
て

文
字
の
本
義
と
仮
借
義
と
は
意
味
上
の
関
連
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

（
３
）
神
梯
関
連
の
文
字
（「
阜
」「

」）
に
つ
い
て

『
字
統
』「
阜
」
の
項
に
「
字
は
も
と

の
形
に
作
り
、
神
梯
の
象
。
神
が
天
に

陟
降
す
る
と
き
に
用
い
る
梯
で
、
こ
の
部
に
属
す
る
字
は
も
と
神
事
に
関
す
る
も

の
が
多
い
」）

59
（

と
あ
る
。
白
冰
氏
は
「
阜
」
に
つ
い
て
従
来
説
を
挙
げ
て
い
る
。『
説

文
』「

，

」、『
爾
雅
』
釋
地
「

」、『
釋
名
』
釋
山
「
土

山
曰
阜
」。
徐
中
舒
「

，

，

」）
60
（

な
ど
。
白
冰
氏
は
阜
の
神
梯
説
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
、

ま
ず
阜
か
ら
な
る
諸
字
（
部
首
阝
の
字
）
が
そ
の
道
理
に
合
っ
て
い
る
か
を
分
析

す
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

「
隕
」
は
『
字
統
』
に
「
声
符
は
員
。
員
は
円
鼎
。
員
に
円
く
し
て
転
ず
る
も

の
の
意
が
あ
る
。
隕
と
は
隕
石
を
い
う
。
そ
の
字
が
神
梯
の
形
で
あ
る

に
従
う

の
は
、
隕
石
の
落
下
し
た
と
こ
ろ
を
、
聖
所
と
す
る
考
え
方
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。」）

61
（

白
冰
氏
は
「
隕
」
に
つ
い
て
、『
易
』
の
「
有
隕
自
天
」
や
『

』

の
「

、
、

。

、

」
の
例
を
引
き
、「
隕
」

は
「
隕
石
」
の
意
と
し
て
い
る
。
ま
た
「

，
隕
（

）

。

」）
62
（

と
述
べ
、
こ
の
点
で
は
白
川
博
士
と
は
同
意
見
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で
あ
る
。

「
陟
」
は
『
字
統
』
に
「

と

（
歩
）
と
に
従
う
。

は
神
霊
の
上
下
す
る
と

き
に
用
い
る
神
梯
。
陟
降
と
は
神
霊
の
陟
降
往
来
す
る
こ
と
を
い
う
字
で
あ
る
」）
63
（

と
あ
る
。
白
冰
氏
は
『
説
文
』
一
四
下
「
陟
，
登
也
。
從
阜
從

」、
金
文
の
「
陟
」

字
“

”（
沈
子
簋
銘
）（『
金
文
編
』
巻
14
、
２
３
２
３
）、「
降
」
字
“

”（
天

亡
簋
銘
）（『
金
文
編
』
巻
14
、
２
３
２
５
）
を
字
義
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
羅
振
玉
の
『

』「

，

；

，

。

，

」、
李
孝
定
『
甲
骨
文

字
集
釋
』「

，

，

」）
64
（

を
挙
げ
、
こ
れ
ら
は
低
い

処
か
ら
上
に
登
る
こ
と
を
い
い
、「

」
と
相
対
的
な
意
味
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
白
冰
氏
は
『
詩
經
』
周
頌
閔
予
小
子
の
「

、

」
の
例

を
挙
げ
、「

，

」
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
「

、

，

、

」）
65
（

と
述
べ
、「

」

「

」
字
に
つ
い
て
も
、
神
梯
説
と
の
符
合
を
認
め
て
い
る
。

「
隊
」
は
『
字
統
』
に
「
会
意　

旧
字
は
隊
に
作
り
、
神
梯
の
象
で
あ
る

と
、

犠
牲
と
し
て
供
え
る
牲
獣
の

の
形
に
従
う
。

は
殺
さ
れ
て
耳
を
垂
れ
て
い
る

犬
牲
の
象
で
、
神
梯
の
前
に
そ
の
牲
を
お
く
の
は
、
す
な
わ
ち
神
霊
の
降
り
立
た

す
墜
（
地
）
を
意
味
す
る
」）

66
（

と
あ
る
。『
説
文
』
一
四
下
に
「

，

」

と
あ
り
、『

』「

，

，

。

」
か
ら
見
れ
ば
、「
墜
」

も
ま
た
「
隊
」
と
同
義
で
あ
る
。「
墜
」
は
『
字
統
』
に
「
隊
と
土
と
に
従
う
。

隊
は
神
梯
の
前
に
犬
牲
を
お
く
形
で
、そ
こ
は
神
が
神
梯
よ
り
降
り
立
つ
と
こ
ろ
、

す
な
わ
ち
墜
（
地
）
を
意
味
す
る
。
土
は
社
、
そ
こ
に
土
主
を
祀
る
」）

67
（

と
あ
る
。

こ
の
白
川
博
士
の
解
釈
に
対
し
て
、
白
冰
氏
は
「

，

」）
68
（

と

述
べ
て
お
り
、
そ
の
新
し
い
考
え
方
に
同
意
を
示
し
て
い
る
。

「
阜
」
字
系
列
の
「
隕
」「
陟
」「
降
」「
隊
」「
墜
」
等
を
考
察
し
た
後
に
、
白

冰
氏
は
「
阜
」
字
系
列
に
統
貫
す
る
神
梯
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「

，

，

，

，

，

。

，

，

，

，

，

，

。」）
69
（

上
記
の

文
を
要
約
す
る
。
白
川
静
先
生
の
神
梯
説
は
、
中
国
学
者
の
見
方
と
は
全
く
異
な

る
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
証
拠
が
あ
る
と
し
て
も
阜

の
神
梯
説
が
直
ち
に

首
肯
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
な
お
出
土
資
料
の
証
明
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
白
川
先
生
の
分
析
は
意
義
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
彼
は
文
献
を

根
拠
に
し
て
、
大
胆
に
推
測
し
、
我
々
の
思
惟
を
啓
発
し
、
新
し
い
解
釈
を
提
示

し
、
我
々
に
多
く
の
啓
示
を
与
え
た
。

白
冰
氏
は
白
川
博
士
の
神
梯
説
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
肯
定
は
し
て
い
る
が
、

部
分
的
に
は
否
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
否
定
の
根
拠
と
し
て
「
出
土
資
料
」

を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
「
阜
」
字
に
見
る
神
梯
の
真
偽
を
出
土
物
に
求
め
る
の

は
不
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
神
梯
と
は
神
の
往
来
す
る
梯
で
あ
る

か
ら
具
体
的
事
物
と
し
て
あ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
神
梯
が
祭
祀
に
お
け

る
用
具
と
し
て
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
現
在
の
我
々
に
と
っ
て
不
可
知
だ
か
ら
で
あ

る
。
白
冰
氏
の
こ
の
考
え
方
に
対
し
て
は
、
甲
骨
文
・
金
文
の
字
解
を
求
め
る
場

合
、
い
っ
た
い
何
を
根
拠
と
す
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
全
体
に
関
わ
る
定
義
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
字
統
』「
字
形
の
意
味
」）

70
（

の
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中
で
白
川
博
士
は
文
字
原
義
の
考
証
に
つ
い
て
数
箇
所
で
語
っ
て
い
る
。「
文
字

を
古
代
学
的
な
立
場
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
」「
資
料
的
に
は
、
甲
骨
文
・

金
文
を
こ
そ
信
ず
べ
き
で
あ
り
…
」「
字
形
の
理
解
に
は
、
字
の
系
列
的
な
把
握

が
必
要
で
あ
る
こ
と
」「
文
字
は
一
点
一
画
に
み
な
要
素
と
し
て
の
意
味
が
あ
り

…
」
等
々
で
あ
る
。
甲
骨
文
・
金
文
と
古
代
の
歴
史
の
整
合
性
、
字
の
系
列
的
理

解
に
よ
る
字
義
の
貫
通
、
文
字
の
構
成
要
素
に
は
す
べ
て
造
字
上
の
意
味
が
あ
る

こ
と
を
主
眼
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
甲
骨
文
・
金
文
ま
た
四
書
五
経
な
ど

の
文
献
解
釈
と
の
整
合
性
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
考
古
学
的
証
拠
が
な
け
れ
ば
文
字

の
原
義
が
定
立
で
き
な
い
、
と
い
う
の
は
文
字
の
原
義
解
釈
に
つ
い
て
は
当
た
ら

な
い
。）

71
（

（
４
）『
金
文
通
釋
』
に
お
け
る
文
字
解
釈
に
つ
い
て

①
『
金
文
通
釋
』「
昜
」）

72
（

の
白
冰
氏
の
解
釈
に
つ
い
て

『
説
文
』
に
は
「
昜
」
と
「
易
」
字
が
あ
る
。
白
川
博
士
は
「
昜
」
と
「
易
」

は「
声
義
に
お
い
て
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」）

73
（

と
し
て
い
る
。「
易
」は『
説

文
』
九
下
で
「
蜥
易
、

、
守
宮
也
」
と
あ
り
、
と
か
げ
・
や
も
り
・
い
も
り

の
象
形
で
あ
る
。「
昜
」
は
『
説
文
』
九
下
に
「
開
也
。
从
日
一
勿
。
一
曰
、飛
揚
。

一
曰
、
長
也
。
一
曰
、
彊
者
衆
皃
」
と
あ
り
、
太
陽
の
性
質
・
様
相
の
意
味
で
あ

ろ
う
。
宋
末
元
初
の
戴
侗
の
『
六
書
故
』
に
は
「

，

暗

，
天
地

之
道
，

昜
而

矣
。
昜
从
日
、

从
云
、
因
象
以
著

，

昜
之

，

」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
昜
は
陰
陽
の
義
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
白
川
博
士

は
「
昜
」
字
に
つ
い
て
「
明
ら
か
に
玉
を
奉
ず
る
象
で
あ
る
。
従
が
っ
て
下
部
の

は
そ
の
臺
座
の
形
、
ま
た
下
部
に
彡
を
加
え
る
も
の
は
、
そ
の
玉
光
を
示
し
、

勿
字
で
は
な
い
」）
74
（

と
す
る
。
ま
た
白
川
博
士
は
「
金
文
の
陽
・
揚
の
字
形
か
ら
見

て
、
日
は
玉
形
、
字
が
玉
光
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
い
に
こ
れ
を
闢ひ
ら

く

も
の
が
な
か
っ
た
」）
75
（

と
述
べ
て
い
る
。
白
冰
氏
は
白
川
博
士
が
「
昜
」
に
連
繋
す

る
と
す
る
「
揚
」
の
字
を
挙
げ
、「„

“

（

）

„

“，

形
，

簋
、

或

，

，

，

（

簋
），

，

（

）

（

），

」）
76
（

と
多
く
の
「
揚
」
字
の
例
を
示
し
、
白
川
博
士

の
説
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
し
て
白
川
説
を
一
つ
の
新
し
い
見
方
で
あ

る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
白
冰
氏
は
師　

張
振
林
氏
の
「

。

，

」
を
引
用
し
て
、「
昜
」
と
「
揚
」

が
連
繋
す
る
文
字
で
な
い
こ
と
を
述
べ
、
白
川
博
士
の
意
見
は
情
理
に
合
わ
な
い

と
す
る
。
ま
た
「
昜
」
と
「
揚
」
の
二
字
は
さ
ら
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
も
述

べ
て
い
る
。

②
『
金
文
通
釋
』
五
四
「
德
方
鼎
」）
77
（

の
「

」）
78
（

の
白
冰
氏
の
解
釈
に
つ
い
て

白
川
博
士
は
「

方
鼎
」
の
「

」
の
字
に
つ
い
て
「

」
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
金
文
文
字
に
つ
い
て
同
じ
文
字
が
『
金
文
通
釋
』

尊
銘
文
に
「
福
」

と
さ
れ
て
い
る
と
白
冰
氏
は
述
べ
る
。
と
こ
ろ
が
『
金
文
通
釋
』

尊
銘
文
を
調

べ
て
み
る
と
こ
の
字
は
「

」
で
あ
り
、
明
ら
か
に
字
形
が
異
な
っ
て
い
る
。
白

冰
氏
は
「

」
の
「

」
字
を
「

」
と
書
き
、
両
者
の
字
が
同
じ
文
字
と

し
て
い
る
。
ま
た
白
川
博
士
は
「

方
鼎
」
を
解
説
す
る
中
で
、
郭
沫
若
が
こ
の

字
を
「
福
」
字
と
し
て
お
り
、
馬
承
源
は
「

」
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。）

79
（

と

こ
ろ
が
白
冰
氏
は
馬
承
源
の
こ
と
も
記
し
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
自
分
の
師

張
振
林
氏
が
島
邦
夫
の
解
釈
を
採
っ
て
「

」
が
福
字
で
は
な
い
と
す
る
説
を
載
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せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
見
る
と
白
冰
氏
の
解
説
は
記
述
に
正
確
さ
を
欠
き
、
白

冰
氏
自
身
の
主
観
で
原
文
の
内
容
が
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
ま
た
「

」
字
が
両
説
の
ど
ち
ら
な
の
か
と
い
う
白
冰
氏
の
結
論
ま
た
は
推

論
の
記
述
が
な
い
。
中
国
の
読
者
が
こ
れ
を
読
め
ば
、
お
そ
ら
く
誤
解
を
招
く
で

あ
ろ
う
。

③
『
金
文
通
釋
』「
禘
」）

80
（

の
白
冰
氏
の
解
釈
に
つ
い
て　

白
川
博
士
は
『
大
盂
鼎
』
の
「
□
□
、
用
牲
啻
周
王
□
武
王
成
王
」
に
つ
い
て

「
啻
」を「
禘
」の
初
文
と
み
な
し
た
上
で「
上
下
二
字
不
明
。
告
捷
獻
馘
に
當
た
っ

て
三
王
の
禘
祀
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
禘
に
は
牲
を
用
い
た
」）
81
（

と
述
べ
る
。

続
い
て
『
刺
鼎
』
の
「
唯
五
月
王
才
初
、
辰
才
丁
卯
、
王
啻
、
用
牡
于
大
室
、
啻

邵
王
」
の
「
禘
は

禘
あ
る
い
は
時
祭
の
一
と
解
さ
れ
て
い
る
が
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
く
、
國
に
大
事
・
大
慶
あ
る
と
き
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
器
は

獻
馘
の
際
の
例
で
あ
る
」）

82
（

と
述
べ
る
。
こ
の
記
述
に
つ
い
て
白
冰
氏
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「

：
“

、

、

，

（
王
の
誤
植
か
？
）

，

。

：‚

，

，

，

，

。‚

，

，

。”」）
83
（

（
波
線

筆
者
記
す
。
こ
の
波
線
部
分
は
翻
訳
間
違
い
で
、
逆
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
。）

白
冰
氏
は
こ
こ
か
ら
白
川
博
士
の
説
と
し
て
、禘
と
啻
が
同
義
の
字
で
あ
る
こ
と
、

禘
祀
と
は
「

」
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。

白
冰
氏
は
『
甲
骨
文
字
典
』（
徐
中
舒
著
）、『
金
文
編
』（
容
庚
著
）
中
の
「
帝
」

「
諦
」「
啻
」
三
字
の
例
を
挙
げ
、
甲
骨
文
に
は
「
禘
」
字
は
な
く
「
帝
」「
禘
」

は
も
と
「
帝
」
一
字
で
あ
り
、
金
文
に
な
っ
て
二
つ
の
字
に
分
か
れ
る
と
解
釈
す

る
。
金
文
の
「
禘
」
に
は
「
示
」
が
な
く
「
啻
」
を
用
い
る
。「
帝
」「
禘
」「
諦
」

「
啻
」は
も
と
一
字
で
あ
り
、そ
の
初
文
は「
帝
」で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
白
川
博
士
が
禘
祀
を
「
國
に
大
事
・
大
慶
あ
る
と
き
に
行
な
わ
れ
た
」
一
種
の

祭
礼
と
解
釈
す
る
の
は
引
伸
義
で
あ
る
と
白
冰
氏
は
言
う
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る

の
は
白
川
博
士
と
白
冰
氏
が
「
帝
」「
禘
」
を
ど
の
甲
骨
文
に
あ
て
た
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
白
川
博
士
は
「
帝
」
の
甲
骨
文
を
「

」「

」
と
し
「
禘
」
を
「

」

に
当
て
て
い
る
。「
帝
は
上
帝
を
祀
る
大
き
な
祭
卓
の
形
。
こ
れ
に
よ
っ
て
上
帝

を
祀
る
こ
と
を
禘
と
い
う
。
卜
文
の
字
形
は
、
動
詞
と
し
て
の
禘
の
と
き
に
は
、

帝
字
の
中
央
に
横
長
の
方
形
、
あ
る
い
は
円
束
を
加
え
る
。
金
文
で
は
帝
字
の
下

に
、
祝
禱
の
器
で
あ
る

を
お
く
。
い
ず
れ
も
帝
が
上
帝
を
示
す
名
詞
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
禘
は
そ
の
祭
儀
で
あ
り
、
動
詞
的
な
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。」）

84
（

そ
れ

に
対
し
白
冰
氏
は
「
帝
」
の
甲
骨
文
を
「

」「

」
に
当
て
て
お
り
、「
禘
」
字

は
甲
骨
文
に
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
帝
」「
禘
」
の
名
詞
と
動
詞

の
用
法
に
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
知
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
白
冰
氏
が
「
帝
」

の
甲
骨
文
を
参
照
し
た
徐
中
舒
の
『
甲
骨
文
字
典
』）
85
（

を
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
「
帝
」

の
項
に
は
「

」「

」
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
同
じ
『
甲

骨
文
字
典
』
の
「
禘
」
の
項
に
「

」
の
記
載
が
あ
る
。）
86
（

そ
こ
に
は
「

」
が
使

わ
れ
た
「

（
丙
辰
卜
品
貞
禘
于
岳
）」（
遺
８
４
６
））
87
（

の
例

も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
白
冰
氏
は
こ
の
こ
と
に
全
く
触
れ
て
お
ら
ず
、
少
な
く
と

も
「

」
を
記
載
し
た
上
で
、
彼
の
解
釈
を
述
べ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

上
記
の
文
例
を
み
て
も
筆
者
に
は
「
禘
」
が
甲
骨
文
に
存
し
た
こ
と
は
間
違
い
が

な
い
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

上
述
の
白
冰
氏
の
白
川
博
士
及
び
中
国
の
文
字
学
者
に
対
す
る
評
価
を
み
る

と
、
白
冰
氏
の
甲
骨
文
字
・
金
文
の
研
究
方
法
は
従
来
の
文
字
学
者
の
解
釈
を
通

観
し
て
自
身
が
正
し
い
と
思
え
る
説
を
選
択
す
る
こ
と
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
白
冰
氏
の
字
義
解
釈
の
顕
著
な
例
は
白
川
博
士
の
甲
骨
文
の
口
（

）
の
載

書
説
に
つ
い
て
の
評
価
で
あ
る
。
白
冰
氏
は
載
書
説
を
「
告
」「
史
」「
使
」「
事
」

字
に
つ
い
て
歴
史
的
事
実
と
の
符
合
を
認
め
新
し
い
見
方
で
あ
る
と
大
い
に
評
価

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
名
」「
言
」
字
の
口
は
耳
口
の
口
と
し
、
金
文
中

に
口
を
含
む
文
字
、例
え
ば
「
商
」、「
吾
」、「
右
」、「
可
」、「
司
」、「
唐
」、「
否
」、

「

」、「
君
」
等
の
「
口
」
は
、
文
字
の
発
展
過
程
の
中
で
他
字
と
形
を
区
別
す

る
た
め
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、と
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
白
冰
氏
は「
口
」

を
含
む
文
字
に
つ
い
て
、
載
書
の
義
を
有
す
る
も
の
と
口
耳
の
口
の
義
を
有
す
る

も
の
、
及
び
意
味
を
持
た
な
い
口
形
の
形
の
み
を
示
す
口
を
有
す
る
文
字
の
三
種

の
類
別
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
。

白
冰
氏
の
経
歴
を
見
る
と
、
日
本
に
留
学
に
来
た
の
は
一
年
一
ケ
月
で
あ
り
、

日
本
語
の
能
力
に
や
や
難
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、「

：
“

、

、

，

（

の

か
？
）

，

。

：‘

，

，

，

，

。‚

，

，

。”」）
88
（

（
波
線
筆
者
記
す
。
こ
の
波

線
部
分
は
『
金
文
通
釋
』
の
本
文
で
は
「
時
祭
の
一
と
解
さ
れ
て
い
る
が
か
な
ら

ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
」と
な
っ
て
お
り
、翻
訳
間
違
い
で
あ
り
逆
の
意
味
に
な
っ

て
い
る
。）
ま
た
『
字
統
』「

」
の
項
に
「
軍
が
出
征
す
る
と
き
に
奉
ず
る
祭
肉

の
形
で
…
」）
89
（

と
あ
る
の
を
「

」）
90
（

と
あ
り
、
ま
た

『
字
統
』「
鳴
」
の
項
に
「
神
に
祈
り
、
鳥
の
よ
う
す
に
よ
っ
て
占
う
鳥
占
の
し
か

た
を
示
す
字
」）
91
（

と
あ
る
の
を
「

」）
92
（

と
あ

り
誤
訳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
誤
訳
が
散
見
さ
れ
、
ま
た
日
本
語
を
中
国
語
に
置

き
換
え
る
際
に
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
違
和
感
が
感
じ
ら
れ
る
場
合
も
た
び
た
び
あ

る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
白
川
文
字
学
が
や
や
偏
向
し
て
中
国
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
か
危
惧
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
白
冰
氏
が
白
川
文
字
学
を
解
釈
す
る
に

あ
た
り
、『
金
文
通
釋
』『
金
文
の
世
界
』『

文
新
義
』『
字

』
の
み
の
文
献
の

引
用
で

系
列
の
文
字
群
を
論
じ
て
い
る
が
、
や
や
不
足
の
感
は
否
め
な
い
。
周

知
の
よ
う
に

の
系
列
文
字
「
史
」「
事
」「
使
」
は
『
甲
骨
金
文
学
論
叢
』
の
「
釋

史
」「
載
書
関
係
字
説
」
に
詳
し
い
。
そ
れ
ら
は
甲
骨
文
字
・
金
文
・
歴
史
な
ど

多
方
面
か
ら
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
部
分
解
釈
だ
け
で
は
そ
の
真
意
が
十
分
伝
わ
っ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

白
川
文
字
学
を
中
国
に
伝
え
る
に
は
、
日
本
語
と
中
国
語
の
双
方
の
能
力
と
正

確
な
字
義
解
釈
が
必
要
と
さ
れ
る
。
更
に
い
え
ば
難
解
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
今
後

白
川
文
字
学
を
中
国
に
正
確
に
伝
え
る
仕
事
は
意
義
あ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）

：

（
2
0
0
7
．
6
）

（
２
）

『

―

』（

2
0
0
7
．
6
）
ｐ
．
1
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（
３
）
同
上
ｐ
．
1
〜
2

（
４
）
同
上
ｐ
．
2

（
５
）
同
上
ｐ
．
8
〜
9

（
６
）
同
上
ｐ
．
9　

筆
者
訳

（
７
）
同
上
ｐ
．
9
〜
11

（
８
）
同
上
ｐ
．
13
〜
14

（
９
）
同
上
ｐ
．
14
〜
15

（
10
）
同
上
ｐ
．
15
〜
16

（
11
）
同
上
ｐ
．
16

（
12
）
同
上
ｐ
．
19
〜
54

（
13
）
同
上
ｐ
．
54
〜
55

（
14
）
同
上
ｐ
．
57

（
15
）
同
上
ｐ
．
1
3
6
〜
1
3
7

（
16
）
同
上
ｐ
．
1
4
1
〜
1
4
2

（
17
）
同
上
ｐ
．
1
4
3
〜
1
4
4

（
18
）
同
上
ｐ
．
1
4
4
〜
1
4
7

（
19
）
同
上
ｐ
．
1
4
4
〜
1
4
7

（
20
）
同
上
ｐ
．
1
4
4
〜
1
4
5

（
21
）
白
川
静
『
字
統
』（
平
凡
社
1
9
8
4
．
8
）
ｐ
．
3
2
0

（
22
）
同
上

（
23
）『

―

』
ｐ
．
1
4
5

（
24
）
以
上
の
記
述
は
同
上
ｐ
．
1
4
6

（
25
）『
甲
骨
金
文
学
論
叢
』
初
集
「
釋
史
」
ｐ
．
27

（
26
）
同
上
ｐ
．
29

（
27
）『

―

』
ｐ
．
1
4
6

（
28
）『
字
統
』
ｐ
．
3
8
1

（
29
）
同
上
p
．
3
6
6

（
30
）『

―

』
ｐ
．
1
4
7

（
31
）
同
上
ｐ
．
1
4
7

（
32
）
同
上
ｐ
．
1
4
7

（
33
）
同
上
ｐ
．
2
9
5

（
34
）『
甲
骨
金
文
学
論
叢
』
四
集
「
載
書
関
係
字
説
―
古
代
の
詛
盟
祝
祷
儀
礼
と
文

字
―
」（
白
川
静
著
作
集
別
巻
「
甲
骨
金
文
学
論
叢
」
上　

平
凡
社
2
0
0
8
．

6
）
ｐ
．
3
9
3

（
35
）『

―

』
ｐ
．
1
0
8
〜

1
1
0

（
36
）
白
川
静
『
説
文
新
義
』
巻
二
（
五
典
書
院　

昭
和
44
．
10
）
ｐ
．
2
6
2

（
37
）
同
上
巻
二
ｐ
．
2
6
3

（
38
）『

―

』
ｐ
．
1
3
7

（
39
）
同
上
ｐ
．
1
1
3
〜
1
1
4

（
40
）『
説
文
新
義
』
巻
三
上
p
．
4
6
5
〜
4
6
6

（
41
）『

―

』
ｐ
．
1
1
3

（
42
）『
字
統
』
p
．
2
6
8
〜
2
6
9

（
43
）『

―

』
ｐ
．
1
2
7
〜

1
2
9

（
44
）『
説
文
新
義
』
巻
七
ｐ
．
1
5
1
5

（
45
）『

―

』
ｐ
．
1
2
8

（
46
）
徐
中
舒
『
甲
骨
文
字
典
』（
四
川
辞
書
出
版
社
1
9
8
9
．
5
）
p
.
9
7

（
47
）『

―

』
ｐ
．
1
2
8

（
48
）
白
川
静
『
字
統
』
平
凡
社
（
1
9
8
4
．
8
）
ｐ
．
1
0
3

（
49
）『
説
文
新
義
』
巻
七
下
ｐ
．
1
5
1
5

（
50
）『

―

』
ｐ
．
1
1
7
〜

1
1
8

（
51
）『
説
文
新
義
』
巻
四
上
ｐ
．
6
9
4

（
52
）『

―

』
ｐ
．
1
1
7

（
53
）
同
上
ｐ
．
1
9
8
〜
1
9
9

（
54
）『
字
統
』
p
.
4
8
4

（
55
）
同
上
p
．
8
1
9

（
56
）『

―

』
ｐ
．
1
9
8

（
57
）『
字
統
』
p
．
4
8
7



中
国
か
ら
見
た
白
川
文
字
学

三
六

（
58
）『

―

』
ｐ
．
1
9
9

（
59
）『
字
統
』
p
．
7
3
9

（
60
）『

―

』
ｐ
．
2
0
5

（
61
）『
字
統
』
ｐ
．
34

（
62
）『

―

』
ｐ
．
2
0
6

（
63
）『
字
統
』
p
．
6
0
9

（
64
）『

―

』
ｐ
．
2
0
6

（
65
）
同
上
ｐ
．
2
0
7

（
66
）『
字
統
』
p
．
5
6
7

（
67
）
同
上
p
．
6
1
2

（
68
）『

―

』
ｐ
．
2
0
8

（
69
）
同
上
ｐ
．
2
1
1

（
70
）『
字
統
』「
字
統
の
編
集
に
つ
い
て
」
ｐ
．
15

（
71
）
白
川
博
士
は
『
漢
字
の
世
界
2
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫　

昭
和
51
．
3
）
ｐ
．

90
で
「
卜
文
・
金
文
に
お
い
て
、
そ
の
神
梯
を
示
す
も
の
は

で
あ
る
。
伊
勢
の

内
宮
に
も
、
円
柱
に
足
か
け
を
刻
み
こ
ん
だ
こ
の
形
の
神
梯
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
72
）『

―

』
ｐ
．
26

（
73
）『
字
統
』
p
．
49

（
74
）『
説
文
新
義
』
巻
九
下
ｐ
．
1
5
9
8

（
75
）『
金
文
通
釋
』
５
（
白
川
静
著
作
集　

別
巻　

平
凡
社
平
成
17
．
4
）
ｐ
．

1
0
6

（
76
）『

―

』
ｐ
．
26
〜
27

（
77
）『
金
文
通
釋
』
１
下
（
白
川
静
著
作
集　

別
巻
）
p
．
5
6
6
〜
5
7
3

（
78
）『

―

』
ｐ
．
28
〜
29

（
79
）『
金
文
通
釋
』
１
下
（
白
川
静
著
作
集　

別
巻
）
p
．
5
6
8
〜
ｐ
．
5
6
9

（
80
）『

―

』
ｐ
．
29
〜
30

（
81
）『
金
文
通
釋
』
１
下
（
白
川
静
著
作
集　

別
巻
）
ｐ
．
7
0
4

（
82
）
同
上

（
83
）『

―

』
ｐ
．
29
〜
30

（
84
）『
字
統
』
ｐ
．
6
1
9

（
85
）『
甲
骨
文
字
典
』
ｐ
．
７

（
86
）
同
上
ｐ
．
23

（
87
）
同
上
ｐ
．
24

（
88
）『

―

』
ｐ
．
29
〜
30

（
89
）『
字
統
』
ｐ
．
5
6
2

（
90
）『

―

』
ｐ
．
1
7
0

（
91
）『
字
統
』
ｐ
．
8
1
9

（
92
）『

―

』
ｐ
．
1
9
8


